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１．2026年８月期第１四半期の連結業績（2025年９月１日～2025年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益
EBITDA※

（Non-GAAP）
経常利益

親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 % 百万円 ％ 百万円 ％

2026年８月期第１四半期 856 ― 4 ― 91 ― 12 ― △0 ―
2025年８月期第１四半期 856 39.8 55 249.8 128 ― 41 369.5 △30 ―

(注) 包括利益 2026年８月期第１四半期 1百万円( ―％) 2025年８月期第１四半期 △30百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年８月期第１四半期 △0.02 ―
2025年８月期第１四半期 △1.45 ―

（注）2026年８月期第１四半期の「対前年同四半期増減率」については、2025年８月期に決算期変更（5ヶ月決算）し

たため、記載しておりません。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失で

あるため、記載しておりません。

※EBITDA（Non-GAAP）は財務会計上の数値（GAAP、日本基準）から非経常項目やその他特定の調整項目を一定のルー

ルに基づいて控除もしくは調整したものであり、当社グループの恒常的な経営成績を理解するために有用な情報と判

断しております。具体的には、減価償却費及びのれん償却費を中心に、当社グループが控除すべきと判断する一過性

の利益や損失などを控除もしくは調整しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年８月期第１四半期 3,851 3,316 86.1
2025年８月期 3,825 3,271 85.4

(参考) 自己資本 2026年８月期第１四半期 3,314百万円 2025年８月期 3,267百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年８月期 ― 0.00 ― 1.50 1.50
2026年８月期 ―
2026年８月期(予想) 0.00 ― 4.00 4.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年８月期の連結業績予想（2025年９月１日～2026年８月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益
EBITDA※
(Non-GAAP)

経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 百万円 ％

通期 8,600 ― 244 ― 830 ― ― ― ― ―

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



2026年８月期の連結業績予想に関しましては、予定されているM＆Aを主とした組織再編に関連して発生する一時的な

費用の発生見込み額が現時点で流動的であることから、「経常利益」及び「親会社株主に帰属する当期純利益」につ

いては、2026年8月期の業績予想は非開示としております。そのため、2026年8月期の配当性向（予想）についても非

開示としております。

なお、「対前期増減率」については、2025年８月期に決算期変更（5ヶ月決算）したため、記載しておりません。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ―社（社名） 、除外 １社（社名）
株式会社グランドルー
フ

（注）連結子会社であった株式会社グランドルーフは、2025年9月2日付で当社を存続会社とする吸収合併により消滅

したため、連結の範囲から除外しております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年８月期１Ｑ 22,369,482株 2025年８月期 21,787,001株

② 期末自己株式数 2026年８月期１Ｑ 1,781株 2025年８月期 1,781株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年８月期１Ｑ 22,228,705株 2025年８月期１Ｑ 21,250,485株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ：有（義務）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な

要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における当社グループの連結業績は、前年同四半期に計上されていたハーバーリ

ンクス社が連結業績から除外されたものの、既存・新規共に事業の堅調な成長及び合併による業績への相乗効

果も現れはじめ、ハーバーリンクス社の連結除外を補うオーガニックな売上成長を実現しております。一方、

スピーディーな事業拡大に伴うM&Aに係る事前調査・デューデリジェンス・企業価値算定等に必要なスポットの

専門家費用及び企業成長を継続的に推進するために必要な内部統制強化のための人員獲得費用・外部コンサル

ティング費用・監査準備に係る費用が一時的に増加したことから、連結全体としては減益となりました。

これらの結果、売上高856,093千円、営業利益4,502千円、経常利益12,622千円、親会社株主に帰属する四半期

純損失417千円、為替調整勘定等勘案した親会社株主に係る四半期包括利益は、630千円となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

なお、前連結会計年度より、報告セグメントとして記載する事業セグメントを変更しており、前第１四半期連

結累計期間との比較・分析は、変更後の区分に基づいております。

（注）なお、決算期変更に伴い、上記の前年同四半期比は省略しております。

① ウェルネス事業（食品・関連サービス事業）

本事業では、国内向け食品販売、医療・介護機関向け食品提供サービス、SaaS型ウォーターサーバーサービ

ス及び中国向け珍味、食品の販売好調が継続し、売上高790,219千円（前年同四半期比18.9％増）、営業利益

57,595千円（同8.6％増）と、増収増益を達成いたしました。国内向け飲料販売の推移は横ばいとなりました

が、食品提供サービスの顧客数及びウォーターサーバーにおいては法人顧客数は大幅に伸長いたしました。中

国向け販売は卸売受注の大幅な増加を踏まえ設備投資を実行しており、今後も継続的な販売拡大が見込まれて

おります。また、本事業の食品提供サービスと相乗効果が期待される株式会社IMGホールディングスの買収を本

四半期中に完了しております。

② メディカルコスメ事業（医療化粧品事業）

メディカルコスメ事業に関して、売上高は65,699千円（前年同四半期比65.8％減）、営業利益は27,325千円

（前年同四半期比41.6％減）となり、報告セグメント上では、大幅な減収・減益となっていますが、これは前

年同四半期は、ハーバーリンクスの数字が計上されていることによるものです。

事業現況は、美容サロン、エステ施術等のプロフェッショナル向けでありましたが、一部商品が高級ドラッ

グストアや百貨店に導入されたことから、一般消費者向け卸売代理店からの問い合わせが、また、海外インフ

ルエンサーによるSNS掲載による認知度向上によって海外代理店からの問い合わせが急増しております。

以上より、ハーバーリンクスの除外影響を考慮しましたら、大幅な増収・増益（下記（注））となっており

ます。

（注）メディカルコスメ事業においては、株式会社ハーバーリンクスが全株式売却により、連結範囲から除

外されたことにより、当第１四半期累計期間より報告セグメントから除外しております。上記の売上は（前年

同四半期比124.4％増）、営業利益は（前年同四半期比431.3％増）となります。

③ その他費用

M＆A係る費用及び合併に係る専門家費用等が688千円、一時的に増加した監査準備費用6,780千円、人員獲

得・外部コンサルティング費用13,086千円と合計20,554千円が営業利益を圧迫しましたが、第２四半期までに

内部統制等に係る体制整備につきましては、2025年12月2日「内部統制に係る不備」及び2025年12月19日「内部
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統制の改善状況」にお示しさせて頂いたとおり、完了予定となりますので第３四半期以降に向けて本費用は減

少してまいります。

引き続きグループ全体での事業ポートフォリオの選択と集中の強化と、各セグメントの収益力向上に取り組ん

でまいります。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における財政状態は、主な資産は、医療・社会福祉法人に対する営業債権とな

っており、財務バランスとしては借入金等のない健全な状態を引き続き維持しております。その結果、総資産

は3,851,659千円（前連結会計年度末は3,825,765千円）、負債は535,413千円（前連結会計年度末は554,208千

円）純資産は3,316,246千円(前連結会計年度末は3,271,556千円）、自己資本比率は86.1％（前連結会計年度末

は 85.5％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの2026年８月期の業績の見通しにつきましては、記載の通りで変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 365,513 371,506

受取手形及び売掛金 601,884 704,692

商品及び製品 83,119 59,514

原材料及び貯蔵品 15,186 17,329

前渡金 27,626 40,817

前払費用 4,716 2,965

その他 38,549 25,714

貸倒引当金 △100 △427

流動資産合計 1,136,495 1,222,113

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 35,267 34,958

機械装置及び運搬具（純額） 6,655 6,262

土地 7,828 7,828

その他（純額） 2,840 2,369

有形固定資産合計 52,591 51,418

無形固定資産

のれん 2,125,031 2,065,029

営業権 153,333 149,333

その他 19,891 18,740

無形固定資産合計 2,298,256 2,233,103

投資その他の資産

投資有価証券 199,400 199,400

繰延税金資産 76,935 74,757

貸倒引当金 △4,564 -

その他 66,650 70,866

投資その他の資産合計 338,421 345,024

固定資産合計 2,689,269 2,629,546

資産合計 3,825,765 3,851,659
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 333,446 398,459

未払金 63,040 71,452

1年内返済予定の長期借入金 2,040 2,040

リース債務 1,438 1,326

契約負債 50,865 4,031

未払法人税等 27,454 17,845

その他 33,319 34,986

流動負債合計 511,604 530,142

固定負債

長期借入金 3,740 3,230

転換社債型新株予約権付社債 36,598 -

リース債務 2,264 2,040

固定負債合計 42,603 5,270

負債合計 554,208 535,413

純資産の部

株主資本

資本金 533,583 573,230

資本剰余金 2,569,800 2,609,447

利益剰余金 207,734 174,639

自己株式 △783 △783

株主資本合計 3,310,336 3,356,534

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △42,611 △41,562

その他の包括利益累計額合計 △42,611 △41,562

新株予約権 3,831 1,275

純資産合計 3,271,556 3,316,246

負債純資産合計 3,825,765 3,851,659
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年９月１日
至 2025年11月30日)

売上高 856,756 856,093

売上原価 566,398 670,568

売上総利益 290,358 185,524

販売費及び一般管理費 234,363 181,021

営業利益 55,994 4,502

営業外収益

受取利息 206 1,487

為替差益 - 0

貸倒引当金戻入額 - 4,240

雑収入 1,501 3,977

営業外収益合計 1,707 9,705

営業外費用

支払利息 1,842 47

為替差損 0 -

社債利息 3,025 40

雑損失 6,195 1,498

アドバイザリー等費用 4,649 -

営業外費用合計 15,713 1,585

経常利益 41,988 12,622

特別損失

子会社株式売却損 12,962 -

その他 813 -

特別損失合計 13,776 -

税金等調整前四半期純利益 28,211 12,622

法人税、住民税及び事業税 59,017 10,862

法人税等調整額 - 2,178

法人税等合計 59,017 13,040

四半期純損失（△） △30,805 △417

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △30,805 △417
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年９月１日
至 2025年11月30日)

四半期純損失（△） △30,805 △417

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △116 -

為替換算調整勘定 731 1,048

その他の包括利益合計 615 1,048

四半期包括利益 △30,189 630

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △30,189 630

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当連結会計期間より、連結子会社であった株式会社グランドルーフは、2025年９月２日付で当社を存続会社と

する吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間において、新株予約権及び転換社債型新株予約権付社債の新株予約権の権利行使に

より、資本金が303,277千円、資本準備金が303,277千円増加し、当第１四半期連結会計期間末において資本金が

528,270千円、資本剰余金が2,564,487千円となっております。

当第１四半期連結累計期間(自 2025年９月１日 至 2025年11月30日)

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

ウェルネ
ス事業

メディカル
コスメ事業

計

売上高

外部顧客へ
の売上高

664,497 192,101 856,598 158 856,756 － 856,756

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

－ － － － － － －

計 664,497 192,101 856,598 158 856,756 － 856,756

セグメント利
益

53,012 46,770 99,783 37 99,821 △43,827 55,994

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、サプリメント事業及

び給食事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△43,827千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

43,827千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2025年９月１日 至 2025年11月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

ウェルネ
ス事業

メディカル
コスメ事業

計

売上高

外部顧客へ
の売上高

790,219 65,699 855,919 173 856,093 - 856,093

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

- - - - - - -

計 790,219 65,699 855,919 173 856,093 - 856,093

セグメント利
益

57,595 27,325 84,921 137 85,059 △80,556 4,502

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、サプリメント事業等

を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△80,556千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△

80,556千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年９月１日
至 2025年11月30日)

減価償却費 12,592千円 6,236千円

のれんの償却額 60,001 〃 60,001 〃

（企業結合等関係）

（連結子会社の吸収合併）

当社は、2025年７月30日開催の取締役会において、2025年９月２日を効力発生日として、当社の完全子会社

である株式会社グランドルーフを吸収合併することを決議し、同日付で合併契約書を締結し、2025年９月２日

に合併しました。なお、本合併は、当社においては会社法第796条第２項に規定する簡易合併に該当し、株式会

社グランドルーフにおいては会社法第784条第１項に規定する略式合併に該当するため、いずれも合併契約に関

する株主総会の承認を得ることなく行っております。

１．取引の概要

(1）譲渡結合当事企業の名称及びその事業の内容

被結合企業の名称 株式会社グランドルーフ

事業の内容 卸売業、サービス受託事業

(2）企業結合日

2025年９月２日

(3）企業結合の法的形式

当社を存続会社とし、株式会社グランドルーフを消滅会社とする吸収合併

(4）結合後企業の名称

株式会社ウェルディッシュ

(5）その他取引の概要に関する事項
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株式会社グランドルーフは当社グループにおいてウェルネス事業に含まれる卸売業、サービス受託事業を主要

事業としております。グループ内の経営資源を集約し、更なる顧客サービスの拡充と効率的な事業運営を図る

ために、同社を吸収合併することといたしました。

２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分離

等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2024年９月13日）に基づき、共通支配下の取引

として処理しています。

（重要な後発事象）

（簡易株式交換による完全子会社化）

当社は、2025年12月11日を効力発生日として行われた簡易株式交換により、株式会社IMGホールディングスの発

行済株式数の100％の株式を取得し、株式会社IMGホールディングスは当社の連結子会社となりました。

１．企業結合の概要

①被取得企業の名称及び事業の内容

被取得企業の名称：株式会社IMGホールディングス（以下、IMG社）

事業の内容 ：医療・福祉コンサルティング

②企業結合を行った主な理由

先進国全てが抱える課題となる高齢化社会において、それに先立ち長寿大国である日本においては「団塊の世

代」すべてが後期高齢者となる課題に直面しております。それに伴い、シニア世代の誰もが健やかな生活を送れ

る環境を整える必要性の中、医療現場が直面している問題は複雑であり、全てが喫緊する課題となっています。

当社は食を基本とした日本社会の課題解決として、これまでも健康食品開発のコンサルティングや医療機関への

フードアドバイスを通じて、様々な食品成分における健康との関連性に対する知見を培ってきております。2024

年６月より始まった当社の再建過程において著しく事業の伸びが見られた分野は、健康食に関連するコンサルテ

ィングを基軸としたフードメニューのアドバイス及びその供給におけるサービス事業です。一方IMG社の持つ強み

としては、2025年９月10日付で開示いたしました「株式会社IMG ホールディングスの完全子会社化に向けた基本

合意書締結に関するお知らせ」でお知らせのとおり、IMGは、医療施設及び福祉施設向けに経営・事業再編及び向

上のコンサルティング業務の分野において堅調な拡大実績を有しております。IMG社が有するクライアント先及び

新しく開拓されるクライアント先で従来の医療事業経営のコンサルティングに加え、食サービスに関するアドバ

イス機能を付与することによって、両社の相乗効果が期待され、更なる業績の向上、拡大に繋がるものと判断し

ております。

③企業結合日

株式交換日：2025年12月11日

④企業結合の法的形式

当社を株式交換完全親会社とし、IMG社を株式交換完全子会社とする簡易株式交換

⑤結合後企業の名称

変更はありません。

⑥取得した議決権比率

100％

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が株式交換により、IMG社の議決権の100％を取得し、完全子会社化することによるものであります。
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(2)株式の種類及び交換比率並びに交付した株式数

当社

（株式交換完全親会社）

IMG社

（株式交換完全子会社）

本株式交換に係る割当比率

（株式交換比率）
１ 5,639

本株式交換により交付する株式

数
当社普通株式：6,000,000株

（注１）株式の割合比率

当社は、IMGの普通株式１株に対して、当社普通株式5,639株を割当交付します。

（注２）本株式交換により交付する当社の株式数

当社は、本株式交換に際して、当社の普通株式総数6,000,000株を新たに発行することにより割当交付する予

定です。なお、2025年11月30日現在における当社発行済株式総数22,369,482株（議決権数223,694個）を分母

とする希薄化率は26.82％（議決権ベースで26.82％）に相当します。

(3) 主要な取得関連費用の内容及び金額

デューディリジェンス費用等 2,619千円

(4) 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

(5) 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。

（会社分割による子会社設立及び当該子会社の株式譲渡の決議）

当社は、2026年１月14日開催の取締役会において、当社の食品飲料販売事業に関する権利義務を新たに設立

する石垣食品株式会社（新設会社）に承継させること、及び、新設会社の株式の一部を石垣裕義に譲渡する決

議をいたしました。

（1）新設分割及び株式譲渡の目的

当社グループはウェルネス事業とメディカルコスメ事業を中心にビジネスを展開しております。

ウェルネス事業では、創業来のミネラル技術を中心として、健康食品・保存食から飲料まで一気通貫で提供し

ております。前期には、初心に立ち戻り、創業者が創業時の事業基盤として行っていたTo B向け食品サービス

及び海外への販売事業を企業再建のために復活させました。本事業の本格的開始後は大幅な成長を遂げ、2025

年３月には株式会社グランドルーフを子会社化することで更に飛躍的な成長を目指しております。メディカル

コスメ事業では連結子会社である株式会社メディアートを中心に、ハイエンドなプライベートブランドの医療

化粧品の開発から販売までOEM、卸売を通じて展開しております。2024年11月12日に公表いたしました「中期経

営計画」及び2025年５月29日に公表いたしました「中期経営計画進捗」において、一般消費者向けと法人向け

と両輪の販売チャネルを設け、展開させて頂くことをお示しさせて頂いております。特に石垣食品というブラ

ンドを活用し、国内外へとブランディング戦略を進めていく過程において創業当初より培ってきました石垣食

品株式会社という企業を復活させ、これまで広く知られている社名を用いることでブランドを通じた販売チャ

ネルの拡大を円滑に進めていくことを検討してまいりました。この度、従来行っていた食品飲料の販売事業を

新設分社化される石垣食品株式会社で行うことでTo C向け事業のスムーズな拡大を狙いたいと考えておりま
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す。また、親会社となる株式会社ウェルディッシュにおいては創業者が創業時に掲げ、これまでの事業の基盤

として培ってきたTo B向けの飲料食品サービスに注力することで、それぞれのKPIを整理し、経営管理及び営業

管理体制の強化にも繋げてまいります。創業家２代目である石垣裕義が新設分割会社の株式を一定以上保有す

ることによってそのコミットメントを市場参加者様へ掲げ、創業者の意思を継続して社員一同邁進していくこ

とに繋がると考えております。

（2）新設分割する事業内容

一般消費者向けの飲料・食品の販売事業

（3）新設分割の日程

新設分割計画承認取締役会決議日 2026年１月14日

分割効力発生日 2026年１月14日

（4）会社分割の方式

当社を分割会社とし、石垣食品株式会社を新設会社とする新設分割（簡易新設分割）とします。

（5）新設分割に係る割当ての内容

新設会社である石垣食品株式会社は、本新設分割に際して普通株式10,000株を発行し、そのすべてを当社に割

当て交付します。その後、2026年１月20日をもって、新設会社の発行済株式の34％を石垣裕義氏に譲渡する予

定です。

（6）新設分割設立会社の概要

商号 石垣食品株式会社

事業内容 一般消費者向けの飲料・食品の販売及び卸売事業

本店所在地 東京都中央区八重洲二丁目1番1号

代表者の氏名・役職 代表取締役社長 石垣 裕義

資本金の額 10百万円

(7)本会社分割後の状況

本会社分割による当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決算期の変更はありませ

ん。

(8)承継会社が承継する権利義務

新設会社は、本事業に関する資産、負債、契約上の地位その他の権利義務のうち新設分割計画において定める

ものを当社から承継いたします。なお、本事業に従事する従業員との雇用契約は新設会社において締結し、当

該従業員は、当社から新設会社に転籍し、本事業に従事する予定です。

(9)債務履行の見込み

本会社分割の効力発生日後において、新設会社が負担すべき債務についてその履行の見込みに問題はないもの

と判断しております。
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(10)今後の見通し

本会社分割が当社の当期業績に与える影響は、軽微なものと見込んでおります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

２０２６年１月１４日

株式会社ウェルデッシュ

取締役会 御中

東 光 有 限 責 任 監 査 法 人

東京都新宿区

指定有限責任社員
公認会計士 安彦 潤也

業務執行社員

指定有限責任社員
公認会計士 前川 裕之

業務執行社員

監査人の結論
当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ウェルディッシュの2025年

９月１日から2026年８月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年９月１日か
ら2025年11月30日まで）及び第１四半期累計連結会計期間（2025年９月１日から2025年11月30日
まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引
所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める
記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な
点において認められなかった。

監査人の結論の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビ

ューを行った。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中
レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に
関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、
会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たして
いる。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

強調事項
１．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は2025年12月11日を効力発生日として行われた簡易

株式交換により、株式会社IMGホールディングスの発行済株式数の100％の株式を取得し、連結子
会社としている。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は2026年１月14日開催の取締役会において、会社の
食品飲料販売事業に関する権利義務を新たに設立する石垣食品株式会社（新設会社）に承継させ
ること、及び、新設会社の株式の一部を石垣裕義氏に譲渡する決議を行っている。

当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

その他の事項
会社の2025年８月31日をもって終了した前連結会計年度の第１四半期連結会計期間及び第１四半期連

結累計期間に係る四半期連結財務諸表は、期中レビューが実施されていない。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国に

おいて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表
等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務
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諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財
務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を
作成することが適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作
成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会
計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されてい
る。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任
がある

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立

場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビュー

の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その

他の期中レビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重
要な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表にお
いて、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一
般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基
準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせ
る事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認め
られる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起するこ
と、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結
財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、
期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継
続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成
基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基
準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）
に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証
拠を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関し
て責任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の
重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し
たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去
するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフ
ガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。
以 上


